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開設の⽬的・概要　等

⼈⽣100年時代を迎え、がんや循環器疾患などの個⼈の遺伝特性と⽣活習慣により罹患を予測・予防できる疾患が増える中、予防医療と⼈間ドックのニーズが⾼まっている。⼈間ドックの受診者数は
年々増加しており、⼀⽅で検査診断技術も劇的に進化し、リキッドバイオプシーや遺伝⼦検査など、医療健診機関を介さない疾病罹患予測も増加していくことが予想される。先端的な⼈間ドックについてエ
ビデンスに基づく検査と適切なヘルスコミュニケーションにより、受診者のヘルスリテラシーを向上させることが求められている。
本講座は、⼤学病院での外来・⼊院ドックに加えて全ゲノム遺伝⼦検査を含む先端的⼈間ドックサービスを構築し、先端予防医学・⼈間ドックに対するニーズ・認知度・満⾜度の調査、疾病・⽣活習慣・
健康情報の関連、新規予防医学的バイオマーカーの探索、ICTを活⽤した継続的なフォローアップと効果的な説明⽅法やヘルスコミュニケーションを構築し、先端予防医学や健康情報学の発展に資する
研究を⾏う。
下記の教育研究を予定している。
１）⼈間ドック健診データを⽤いた⽣活習慣病に関する研究 
２）先進的予防医療・⼈間ドックの開発に関する研究（全ゲノム遺伝⼦関連検査を含む）
３）⽣活習慣病とヘルスリテラシー（健康情報⼒）・⾏動変容に関する研究 
４）企業の健康経営と⽣産性、医療費、データヘルスに関する研究
５）⼥性の健康に関する疫学研究・予防プログラムの開発
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特別講演・
招待講演 1 福⽥洋代表世話⼈, 江⼝泰正, 永⽥智久, 松葉泰昌, 伊藤佳奈美, ⾦森悟, 楠本真理, 坂本侑⾹, ⽩⽥千佳⼦, ⾼家望, ⽥澤美⾹代, 安倉沙織. 第47回健康教育・ヘルスプロモーション研究
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特別講演・
招待講演 3 福⽥ 洋, シンポジウム22・慢性疾患×⾏動経済学〜ナッジを実装したケアを考える〜・⾏動変容におけるナッジ×ヘルスリテラシー, ⽇本プライマリ・ケア連合学会学術⼤会14回, 2023.05
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招待講演 5 杉森裕樹・中⼭健夫座⻑, ⽴道昌幸, 原聖吾, 武藤繁貴, ⾼⾕典秀, 福⽥洋, 窪寺健, 中⼭健夫. 特別企画1・新しい⽣活様式における適切な健診実施と受診に向けた研究・COVID-19の産業

保健活動への影響とウィズ/アフターコロナの産業保健. 第64回⽇本⼈間ドック学会学術⼤会, 群⾺県⾼崎市, 2023.09

特別講演・
招待講演 6 福⽥洋座⻑, ⽩⽥千佳⼦, 楠本真理, 海野賀央, ⽵林正樹. シンポジウム2（職域関係）・ナッジ×ヘルスリテラシーで進める職域ヘルスプロモーション. ⽇本ヘルスプロモーション学会第20回学術⼤会・

総会, 東京都北区, 2023.12


